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要 約 

鯛崎島の頂部に位置する郭Ⅵ（鯛崎出丸）は、中心部分は岩盤を削平し、周縁部分は盛土整

地によって郭を成形していた。186 基の柱穴が確認され、３棟の掘立柱建物跡が検出された。

郭Ⅵ北区で検出された SB-1 は２間×２間の総柱建物跡と考えられる。SB-2 は郭の中央やや東

側で検出され梁間２間×桁行４間、SB-3 は南西部で検出され梁間２間×桁行４間と推定され

る。柱穴埋土から遺物はほとんど検出されていないため、詳細な時期は不明であるが、いずれ

も桁行側が南北軸と揃っており、同時期に配置された可能性がある。出土遺物の時期は 15 世紀

後半～16 世紀が主体で、16 世紀中葉～後半に比定される青花なども出土した。隣接する能島の

出土遺物と同時期である。また貯蔵具、調理具、煮炊具など生活容器が豊富に出土しているこ

とから、郭Ⅵにおいても居住性が認められる。 


